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一文部科学省日本／ユネスコパートナシップ事業委託事業一

2019年度近畿･北陸地域ASPnetiX(小中高校)による

日中ESD/SDGs学びあい交流会＆臨場研修会

一概要一

関西地区のユネスコスクール(小･中･高・大)が集まった｢大阪関西ユネスコスクールネットワーク｣では､こ

れまでネットワークに加盟する小中高校生が共に持続可能社会を考える学びあいや、中国･韓国ASPnet校と

協同した『ESD国際ワークシヨツプ』を継続して実施してきていました。 2019年度は､これら成果を背景として

｢文部科学省日本／ユネスコパートナシツプ事業｣を受託し､『2019年度近畿･北陸地域ASPnet校(小中高

校)による日･中･(韓) ESD/SDGs学びあい交流会＆臨場研修会』を次の目的で開催いたしました。

1） 日ごろのESDの地道な学びを地域や国を超えて交換し､そこから見える共通の課題を共有しま

す｡そして、小さくとも確かな課題解決のための協働を計画し､持続可能社会への希望を日常化

する学習を行う。

2）同時に､各地域に｢学びあい｣の拠点をうちたてることを目指し､学校の枠を超えた学びの創造に

ついて生徒や先生方と知恵を出しあいながらESDtbSDGsを担える学びの学校連携への第一歩を

構築する。

以上の目的で､下記3回の準備セミナーと学びあい交流会(8月21．22日)を姫路市の安富北小学校･姫路

市立施設等を拠点にして1泊2日の｢学びあい交流会＆臨場研修会｣(ワークショップ)を実施し､学齢や地域、

国を超えた児童､生徒の学びあいだけでなく､先生方同士も共に学びあう機会として開催されました。

なお､このプログラムは各教科を通じた｢主体的･対話的で深い学び｣、『総合的な探究の時間』の学習活動

を意識した研修でもあり、これらと関連付けてASPnetとしての国際協同学習として位置づけされたものです。

このため､事前学習として｢準備セミナー｣を行い､ユネスコスクールで学ぶものとしての基本的な考え方やESD

概念を通じた多様な考察と検討過程を平易化して取り入れ、自己の可能性の拡張と成長を意図した学びあい

を可能にするようカリキュラムが計画されました｡本報告はこれらの諸資料を中心に記録するものです。

1． 主催･共催文部科学省／大阪関西ユネスコスクール(ASPnet)ネットワーク

中国人民大学附属中学(小中高校)／大阪府立大学(受託機関）

後援 ：大阪府教育庁、奈良県教育委員会、兵庫県教育委員会、
姫路市教育委員会、他

協力 姫路市環境局環境政策室､ふるさとかかし工房

ユネスコスクール支援大学より金沢大学､京都外国語大学､奈良教育大学

2． 実施日 ；学びあい交流会(宿泊日) 2019年8月21B(水)･22日(木) (セミナー等別紙案内）

3． 中国からの来日枝中国人民大学附属小･中･高等学校
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参加資格下記のいずれかの学校(教員児童生徒）

1）ユネスコスクール加盟校

2）ユネスコスクール申請中･申請予定の学校

4

①グリーンステーション鹿が壷(中学生･高校生）
〒671－2416兵庫県姫路市安富町関775

②伊沢の里(小学生）
〒671-2517兵庫県宍粟市山崎町生谷214－1

5． 宿泊先①

病院等安富診療所姫路市安富町安志1135-1TELO790-66-2387

公立宍粟総合病院宍粟市山崎町鹿沢93TELO790-62-2410

活動場所①安富北小学校兵庫県姫路市安富町柘原664番地2
②グリーンステーション鹿が壷周辺地域

6

学びあい交流会(8月21－22日宿泊)内容

近畿･北陸地域のユネスコスクールと中国のユネスコスクールの小･中学生･高校生が集まり、

7

持続可能な未来や社会の創造に何が必要なのかを探究する学びあい交1泊2日の日程で、

流会(ワークショップ)を行います｡交流会(ワークショップ)の中には以下の3点が含まれます。

①身近な地域や学校の持続可能性を阻害する要因､促進する要因を考えてまとめたプレゼ

ン発表（最大7分間）。

②人と自然の支え合いを考えるために､動植物の生態を観察し､野山を散策するワーク

③人と人､人と社会が支え合う地域の取り組みを学び､地域の持続性を考えるワーク

移動方法①北陸地域の方々は､電車で大阪まで向かい(交通費一部補助の予定)､大阪からバスで開

催地に向かいます。

②近畿南地域の方々はJR和歌山駅東口付近よりバスで大阪を経由して姫路に向かいます。
③近畿東地域の方々は近鉄奈良駅(予定)近くより､バスで大阪を経由して姫路に向かいます。
④大阪地域の方々は天王寺･難波･大阪より､バスに分乗して姫路に向かいます。

（いずれもバスの費用はかかりません｡参加希望者の人数により､バスの発着､経由場所

を変更することがあります｡バス乗り場までは交通費原則自己負担です｡）

8

参加申し込み上の注意〔児童･生徒の皆さんへ〕

①学びあい交流会(8月21－22日宿泊)申し込みは､宿泊予約の関係もありますので､必ず参加できる
ことを確かめて申し込んでください。

②参加申し込みは､保護者の同意のもと､各学校の担当の先生を通じて提出してください。
③持ち物など､詳しくは後日､改めてお知らせします。
④参加申し込みは､別紙記入の上､担当の先生にご提出ください。

9

10参加人数

対象が地域･校種を超えて広範囲になるため､希望人数により調整させていただくことがあります。

11．大阪､関西ASPnet校準備セミナー活動場所

①大阪府立大学I-siteなんば(南海なんば第一ビル2F)大阪市浪速区敷津東2－1-41
②大阪府立住吉高等学校北畠会館大阪市阿倍野区北畠2－4－1

12． 大阪､関西ASPnet枝準備セミナー日程表参照
セミナーの内容は学びの合宿を見据えたものになりますが､準備セミナーのみの参加も可とします
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準備セミナー日程と学びの項目一覧表

学びのねらいキーワード 学びの内容例

第1回

準備セミナー

7月14日（日）

13:30-16:45

（場所）

大阪府立大学

I-siteなんば

．いっしょに学びあう仲間を知る

･ESD(支え合い．つながり合い．深め

合い続ける;協働する力）を理解する

．学校間の共感的な理解

･ものの見方考え方を理解する

｡公正と平等

･人として大切なことを考える

･ワークショップ:全体オリエンテーション

･仲間づくりアクティビティー

･ESDってなに？Work＆Thinking

･協働することの意味を考える

｡学校紹介ポスター発表（1校4分）

･平和は思いやりのある人間関係から

･宿題「身近な地域の課題観察」

〔ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾁｰﾑ結成：人と人､人と社会の支え

合い〕

第2回

準備セミナー

7月21日（日）

13:30-16:45

（場所）

住吉高等学校

北畠会館

･持続可能て､生き生きとした地域とは

･問題発見を行動につなげるには

．課題発見力

･課題解決力

･講演「奥播磨かかしの里の取り組み」

～高齢化･過疎化した小さな町に活気が

戻る～岡上正人さん

．学びを深める｢持続可能な地域とは」

･身近なESDワーク

第3回

準備セミナー

8月17日(土）

10:00-16:30

（場所）

大阪府立大学

I･siteなんば

･ESDダンス(劇)の協働制作

･課題共有

･課題解決力と創造力

･人と人､人と社会の支え合いの実感

･学びを実践につなげる

（国際ワークショップの準備）

･途中で発見した地域の課題を共有

･音楽に合わせたダンス(劇)づくり

･発表共有

．ふりかえり

･他地域の友人を迎えようワーク

･プレゼン作成

フオローアッ

プセミナー

11月4日（日）

13:30～16:45

住吉高等学校

北畠会館

･変容の意識化

．見えるようになったこと。

･これからの自分

・宣言文

･最終振り返りアンケート記入

･日常に戻った今､自分の変化や取り組みを

振り返る。

･何を学んだか｡今にどのように影響がある

かをまとめる。
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ESD/SDGs学びあい交流会(8月21･22日）内容と時程表

8/22(木）8/21(水）

バス①近鉄奈良駅orJR奈良駅発
バス②JR和歌山駅東口発
バス③JR大阪駅桜橋口発(北陸チーム）
バス内交流

起床

朝食

9:00

9:20

10:50

6号00

6:20

小学生ホテル出発

中高生コテージ前集合
小学生ホテルコテージ前到着

7:10

7:20

7:40

姫路市立安富北小学校到薑

昼食

開会式：挨拶、安富北小学校太鼓
ワークショップの目標共有

12:30

13:15

､…署8:00

いのちの恩恵、人と自然の支え合い

協力：姫路市環境政策課

〔人と人、人と自然、人と社会〕

ワーク終了

コテージ前集合（荷物をまとめて）

出発

(1)アイスブレーキング・仲間づくり13:30

I
9:00

9:15

14:00

安富北小出発
鹿が壷グリーンステーション到着

安富北
隠膣翻

ポスタ

5)学ん

到言15:30

16:00

9:45

(3)かかしワークシヨップ
〔人と人、人と自然、人と社会〕〔人と人、人と自然、人と社

16:15

集合ふりかえり．共有

これからの作業確認係別会議

夕食

小学生、宿に出発

小学生「ホテル伊沢の里」に到に到

発表・共有10:45

17:30

ボスターセッション終了
解散式片付け（弁当準備）

11:45

17:45

18:20 着 昼食
安富北小学校出発

12:00

12:40

’津日の振り返りえりワーク
中高生野外・小学生部屋
諸注意（宿の過ごし方と明

帝W1厘W貢WIノーノ18:40

19:30 大阪書/解散14:15

小学生就寝

中高生就寝

21:00

22:00
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2019年度文部科学省日本/ユネスコパートナーシップ事業(受託事業）
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北陸･近畿ブロックのユネスコスクール構築･発展

近畿･北陸地域ASPne十校(小中高）による

日中ESD/SDGs学びあい交流会＆臨場研修会
主催･共催:文部科学省/大阪･関西ユネスコスクール(ASPneT)ネットワーク

中国人民大学附属中学(小中高校)/大阪府立大学

後援:大阪府教育庁/奈良県教育委員会/兵庫県教育委員会/大阪市教育委員会他、

参加学校を管轄する教育委員会（いずれも手続き中もしくは予定）
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ESDやGAP,SDGsをご存知の先生方や初めて耳にする先生方へ

日本が提案し､世界が共に実践することになったESD(持続可能な開発のための教育)*SDGsの分かりやすい浸透を目指した学

びあい交流会･研修会をご案内します。この企画は､文部科学省ユネスコパートナーシップ事業の委託を受けた大阪府立大学､大阪

(関西)ユネスコスクール(ASPneﾅ)ネットワークカ良今年度は新たに北陸近畿地域のASPneナ校との協働も目指し、「日中

ESD/SDGs学びあい交流会｣を開催するにあたり､その実践プロセスに先生方に入って(臨場して)いただき､参加型で研修を積んてﾞ

いただくプログラムとして実施いたします｡そして､これらを通じてASPne十校のネットワークを通じた活動を発展させていきます。

特徴は､持続可能な社会や未来の創造に向けて､『若者世代(小中高大学生)」による異年齢間の連携､学校や地域を越えた連携、

そして国や民族を超えた連携の3次元連携を行うことて･す。

児童生徒ひとりひとりの視野の広がり､学びの成長をどうぞ間近で体感してください。

学びあい交流会に興味がある！という児童生徒のみなさんへ

これからの未来を担うみなさんが､年齢･学校･地域画･民族を超えた仲間と出会い､共に考え､学びあうことを目的としたとても貴重

な機会です｡自分の考えを伝えること､相手の考えに耳を傾けること､そしてそこから新しい考えを生み出すこと｡いろいろなワークや活動

を通して､多くのことを学びあい､自分の成長を感じてください。

|日程会場少日程･会場

／ 、 ／第2回準備セミナー

7月21日(B)13:30-16:45

＠大阪府立住吉高等学校

、 〆 第3回準備セミナー、

8月17日（土)I0:00-I6:30

＠大阪府立大学I-sifeなんぱ

第1回準備セミナー

7月l4日（日)I3:30-16:45

＠大阪府立大学I-sifeなんば

ASPneﾅって？SDGsって？

ESDってなに？

学びの交流の意味を考える

充実した学びに向けて

身近な支え合いを考える

学びの友人を迎えるために

ESDプレゼンを考える

、 ノ、 ノ ノ 、

｣し
／ 、

日中ESD/SDGs学びあい交流会
8月21日（水）～22日（木）

@姫路市立安富北小学校/鹿が壷グリーンステーション宿泊施設

多様性のなかて、学びあう．創造する
、 ノ

｣↓
振り返り／ 、

I0月13日（日)I4:00-I6:30

＠大阪府立大学I-siﾅeなんぱ

振り返りと評価

、 フォローァップ ノ

し対象 教員と児童生徒※申し込み方法は下記をご覧ください。

2,500円（食費､雑費等）少費用

【お問い合わせ･申込方法】

①氏名②年鈴③郵便番号・住所④電話番号⑤勤務校を記載の上、下記宛先までメールにてお申込みください。

※申し込み締め切り：7月10日（水） 定員になり次第締め切り

E-mqil :nqoii@hs・osqkqfu-u・qc.jp

伊井直比呂宛（大阪府立大学地域保健学域教育福祉学類教授）

※頂いた個人情報は本プログラム運営の目的以外には使用致しません。
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2019年度

日本ユネスコ国内委員会
日本／ユネスコパートナーシップ事業

(委託事業）

｢地域ブロックにおけるユネスコスクールネットワー
（ブロック） 「近畿・北陸ブロック」

｢目的」と委託された事業の ｢事業内容」

:地域レベルにおける似目的 進、好事例・知見の共

ユネスコスクール地域ブロック大会を中心とした萱等を目的に、 ワーク構含くい

に資する以下の事業を行う。

事業内容：

①ユネスコスクール地域ブロック大会の開催

※①北海道・東北、②関東、③中部、④北陸・近畿、⑤中国・四国

ロックにおいて年1回の開催

②その他、地域ブロックにおけるユネスコスクールネットワークの構

重要な事業

し

い

し

し

し
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(主催・共催）主 文部科学省

大阪（関西）ユネスコスクールネツトワー

大阪府立大学【受託契約機関】 （支援大学）
中国：中国人民大学附属中学

科学省

阪 西 ス

大 府立大

約属

機 支託 関

民大 中

ク

PNET校(小中高校)による

'SDGs学びあい交流会

近畿･北陸地

(調整準備期） 2019年6月10日（月）～2019年8月17日（土）

(本番実施期） 2019年a月21日（水） ・8月22日（木）

(フォローアップ期） ゴー之燈

2020年2月3日（月）～28日（金） ／惨 （評価期）評価

》
画

一

一

圃

他ブロック地域の採択状の 況

夷鹿“
－

北海
1国立大学瑳人宮城教育大学 会の鰯

寧■名秤 唾内容（予定）

6野認識魁誤認零諦弼刈瀦譽搾総為）
ネットワークの展開願築 ／

／ユネスコスクール側粟ブロック大会
テーマ: ｢SDGs 迫成に向けた包括的なユネスコスクール
と地域の連焼』
日時：10月5日（士） 東京郊外（玉川大学｝

2豐溌蕊ﾑﾕﾈｽｺｱｼｱｺﾈｽｺｽｸｰﾙ闘繋ﾌﾛｯｸ大会

ユネスコスクール中謬ブロック・グッドプラクユネスコスクール中部ブロック・グッドブラクティス
ディスフォーラムの冊確とSDGs実践桟への齢フォーラム3学校法人中齢大字
閣厩権の実旛 日時：1ユ月2日《士） 名古屋市【塞澪層駅的）

4公立大謬麓人大願府立大事蕊6囎駕蝿I臘鱸高佼)によ畿繍:ﾂｸｺﾈｽｺｽｸｰﾙ筐S､､SOG‘日時：8月20日（火）～Z2日（木） （大脳・寓漁）
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姫路市立安富北小学校(ASPnef申請中）
校長谷口晴久先生

-11-



姫路市立鹿が壷グリーンステーション

I& 一二■

'---_ ≦

100名宿泊（1棟4人～10人）
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1期
日時 内邪 舞考

年間実施計画（予定）20】9年6月10日（月） 近睡・北瞳唾壊のAgPnet校に嵐催I案内通知」 …

を疎．同時に可能な限り各地蛾の要望が入るよ

うに企■婁具（歓負》を募集．各地域に企薗委■
銅
１

渉加型の企

i厨認難渋蹴姉 中国（韓国）参加校の準備
セミナー

Ⅱ期

2019年7月10日（水）
－G･･●凸｡●OB｡●凸①●口上●●｡，●P｡d

2019年7月20日（土）
～31日（水）頃

1

….．i…．
嫡備セミ
ナー 『地域で集まることが離しい場合は、直接各校と連

絡をとり亭荊に児宣生絶にお願いするアナウン
スと．酪備していた槌く内秤（PPTなど》について

；鞆する。先の地峻旨との「企面啓員l聞の淳携

,…...."畠〃頚輸…｡.可….……....,.....…...,.........”
(木） ：各参加校から参加者最絡名傳提出

鯛::Ⅲ瀦轍鰄卿鴬蝿i勲灘鷺識識難
(土） §各参鯛佼の児童生稚によるプレゼンテーマ共有

201’年08|月”日（火） 中国人民大学附属学校（小中高校生）来日（大阪黄）

麺19年08月21日（水) IED･SDGs学びあい交流会』1日目間催I露D・SDGs学びあい交流会」1日目聞倦

日

．

日

．

Ｂ

■

■

。

■

４

■

Ｐ

ｍ

ｕ

Ｇ

”

β

０

，

１

叩

１
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輌

９

岬

９

》

９
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■
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ｑ
且
ｑ
０
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０

酌

０

皿
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２
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２

首

２

●
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凸

■

■

Ⅱ

■

●

。

■

●

､

〃

〃

／
I兵庫県姫趨市立安窟北小学役』および『地域の演蘭町立
鹿没j－1泊一

Ⅲ期．Ⅳ期
2019年08月22日（木） fESD・SOG5学[施し唾琉会」2日目間ｲ淵2019年08月30日 (&> !振り返りと学びの成果梨絢《弁地域企画等員速；

；鋤 ；

罰i蝉耐能硝.脳｡.”獺‘礎”襲縦踊賎営鰄単献瀧端…..‘…...；

恥i蝉i耐i".･"j..."瀧誰灘鴨瀞職齢耀鋤蕊じ･i

ズオロー

アン諏

...､戯..”
1

.…i…･“
iあい、

鋤§職i姉獺…(勘…蝋蔚
-2020"1月8噸（金） :加校が

域艤綿満織職還識錘鋤雛:,誤…．．，
の敗り組みの成果を碗駆で倉るようにする。
蕪冬Hh域の瓢点と北ろ他域企函拳■存訪ねて鐘醐~~~ ~~~~ ~~~~ ~

2020年哩月03日（月) ;1¥'価実施期
一“日（金）

…
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何をどのように実施して、実施 何を得るか？
文部科学省からの実施上の要件（実施要領より）

1. ESDの推進

地域ブロック内のユネスコスクール関係者のニーズやユネスコスクールの現状と課題を
的確に捉えた上で、学校現場志向の参加型のプログラムになるよう工夫すること。

2．

児憲生徒による発表や、 児童・生徒間の交流を含む内容とすること。
●
。

３

４

／
の使命、目的、求められる活動等を踏

ht”s･〃”ESDoc〃唾s“or頁/arkｿ48223/p⑩000261994

ESDの学びとは何か。ESDを通してSDGsを達成するとはどういうことか。

ASPne↑校が行う実践や、教員・児童生徒の関わり方はどのようなものか。

蔀
「学びあう」 (neiworkでの学び)ということはどのような学びか。

UNESC○の理念に基づく教育活動とはどのようなものか。

私たちはどのように教育の国際化（世界が認める国際化）を担うことができるか

■
申
◆
■
■

１

２

３

４

５

|~ ｜ 観念塵墓本構造 ご●

~

2003:3sChooIs

冬
2008:8schooIs

畢
2018:41 sChooIs
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加盟校の核心校 核ASPN ET

･ユネスコの精神に基づく活動（人権、平等、平和）
･自国の利益のためだけでなく、世界や人類のための教育
･当然に「先進国・途上国」 、 「宗教」 、 「政治対立」 、などに関係なく
→学びあう、対等性、多様性（意識的）※
･世界の多国間連携・協同実践の模範となる

基づ神 活 人 平 平

人類 育
｢先進 政 対

世 連 美

国際的に信頼されるよう大阪（関西）ユネスコスクールネットワークでは、
：受験学力に関係なく．様々な事情を超えた学校の「※」に基づく交流

信頼 れ

:競争ではなく、共創による活動

:優位性を誇りあう（競い合う）活動ではない。

;学校間交流は相互交流をする。 （訪問ばかり×） ／
（当初、途上国のASPne↑校と交流する場合のルールを指導していただいた：厳守）

〃lL
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閉

月日

哩
蠅
唾
堅
阿
岬
一
埜
脚
恥
一
唖
一
幽
脚
獅
軸

９
５
３
２
ａ
７
１

8/211水）

間のノ

〈一ドト
後出発（大阪/奈良/和歌山発の3台）

姫路市立安富北小学校校到着

＜昼食一締り弁当一＞

塗尭欝ｦ語識響茎蓮旦
（1）アイスブレーキング・仲
（2）プレゼン交換＜テーマ
燕ブレゼン： 安顧上Z，北陸Z．

◇プレゼン握り返りワーク 【人と人

据塞の肋f霧〃Pくnl

‘奈良2大鰻Z，中国Zチーム

、人と自然、人左*+今1

灘蕎夛諾鍔風上きん，
※かかしの動は何？かかしと人ととの関係は？

◇鱗合：ふりかえり〔人と*+会〕 ・共有
◇作巣確隠と係別会躍②

＜夕食一夕

小学生宿に出発

食づくり桓出教艮一＞

fh坐牛猫（ホテル偲沢の里）に到若

》
“
学
扇
小
中

りえりワーク

小学牛郊田
過ごし方と明日の予定）

時

月日

6”

6F20

7:10

7:40

8:00

9二00

9:15

9:45

10845

11:45
－

12:“

12:45

14:15

8ﾉ22{木I

起床

朋食

小学生ホテノl出発
小学生ホテルコテージ前到塙

（4）生き物探濃ワーク〔人と自然〕
（眼路而堀呪政顛至把）
－多槻ないのちからの恩悪・人と自然の支え合い一
く隅査・探索＞：局麺・水生動物・昆虫・植物・きのこ

まとめ・鯛和
ワーク柊了
コテージ前鱗合（荷物をまとめて）
出発

要重北小学校に到壇
（5）学んだことボスターセッション
ポスター作震
発表・共有

ポスターセッション終了
解散式
片付け(弁当準備）

＜塵食一応食塩幽教良一＞
（6）敏員の学びの整理と地壇ネットワーク桐策への提霞

安面北小学校出発

大阪着/解散



2019年度文部科学省日本/ユネスコパートナーシップ事業(受託事業）

近畿｡北陸ブロックASPne↑校(小中高)による

日中ESD/SDGs学びあい交流会＆臨場
実施:大阪･関西ASPne↑､大阪府立大学(受託)､中国人民大学附属中等学校、協力:金沢大学､京都外国語大学､奈良教育大学

参加校b回中国人民大学附属小学校､中学高校､嗣周富山国際大学附属高校
北小学校､神戸市立大沢中学校(セミナーのみ)､兵庫県立川西明峰高校､神戸大学附属中等

辺ｼｭﾀｲﾅｰ学校､医莨凰奈良潅大学附属中学校､奈良育英中高校､奈良県立法隆寺国
山県立橋本高校(ｾﾖｰのみ)､灰阪刷ｱｻﾝﾌｼｮﾝ国際小学校､大阪市立晴明が丘小学オ山県立橋本高校(ｾﾐﾅｰのみ)､ |大阪圖ｱｻﾝﾌｼｮﾝ国際小学校､大阪市立晴明が丘小学校

繍議|和歌山県|和
｛

邑

田

歌

､帝塚山学院中･高校、
大阪府立富田林中･高校､大阪成践女子高校､大阪府立北淀高校､大阪府立住吉高校､大阪府立松原高校､大阪府立

佐野高校(セミナーのみ)､大阪府立長野高校､大阪府立豊中高校能勢分校､大阪教育大学附属高校池田校舎(23校）
<実施協力＞姫路市教育委員会､姫路市環境局環境政策室､安富町関自治会､ふるさとかかしエ房､環境調査員皆様

）三＞| IASPnef準備セミナー 近畿･北陸ブロックASPne十の学びあいを目指して

第2回準備セミナー7/21

主な内容(3時間15分）

・前回の振り返り/ESDの考え方

・地域の持続可能性を考える

「奥播磨かかしの里再生への

取り組みから」

「身近な地域の課題を共有する」

第3回準備セミナー8/18

主な内容(6時間30分）

・身近な地域の課題仲間分け

・地域の課題概念的な理解へ

・地域の課題総合的な理解へ

･ESDダンスと劇で表現する

r課題の解決につながる身近な視点」

第1回準備セミナー7/14

主な内容(3時間15分）

･多様な学びの集団作り

･ASPneT,ESDって何？

・ユネスコの考え方

・共感的理解の大切さ

｢学校プレゼン/自分の学校再発見」

|Ⅱ学びあい交流会in姫路(安富北小) 1泊2日，

内容概略(8月21日･22日）

近畿･北陸地域のユネスコスクールと中国のユネスコスクールの小･中学

生･高校生が集まり､「1泊2日｣の日程て．､｢持続可能な未来や社会の

創造に何が必要なのか｣を探究するワークショップを行いました。

ワークショップは以下のようなプログラム構成て・す。

①身近な地域や学校の持続可能性を阻害する要因､促進する要因を

考えてまとめた7分間のプレゼン発表。

②人と自然の支え合いを考えるために､動植物の生態を観察し､野山：

③人と人､人と社会が支え合う地域の取り組みを学び､地域の持続性

人と自然の支え合いを考えるために､動植物の生態を観察し､野山を散策するワーク

人と人､人と社会が支え合う地域の取り組みを学び､地域の持続性を考えるワーク(奥播磨かかしの里にて）

一

－

ⅢﾌｵﾛｰｱﾂﾌｾﾐﾅｰI 1月4日、

フォローアップセミナーの流れ

]ASPne↑のつながり､深化を目指して

/ESD/SDGs達成に向
、／ 、

けて 「私たちの宣言文｣原

案作成

近畿･北陸各地域参加

ASPne十校

私たちは何を学

んだのかを振り

返る

ウ は①どのような考私たちに

え趣態度､行動が必要か。

②どのようにネットワーク活ノL

、動を発展させるか､を考える ノ

一
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写真記録

･教員会議・準備の様子

･第1回～～第3回準備セミナー

･ESD学びあい交流会(8月）

･フオローアップセミナー(11月）

･安富町・安富北小の紹介。

学びあうこ

とを学びあ

う1 1

第1回セミナー様子（開会詞
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(上）11月4日フォローアップセミナー （右）宣言文起草／富山･奈良･中国

からも案を聴取して作成された。
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異なる地域･国､異なる学校種､異学年による多校間ネットワークによる

『学びあい成果』

Ｉ

①

②

成果確認の問い】

2日間を通して-一番良かったことや、学んだこと、また「大切にしたい」と思った事は何ですか？

あなた自身が「成長した！」「変わった！」と思ったことを下から選んでください。 （複数可）

1．知識的なこと、 2．考え方、価値、 3． 自分の振る舞い、行励、態度、

4、自分の可能性、 5． 自分と社会の関係（つながり）を見る力、

6． 自分と自然の関係を見る力、 7． 自分の他人へのかかわり方、 8，その他

②のあなたの選択の中から家族や友人、先生に伝えるとしたらどのようなことを伝えますか？

今後「こんな交流や学びあいをしたらよいと思う ！」という提案や要望を禅いてください。

③

④

【問いの意図】

上記「問い」は、 （下記に示した）本プログラムの目的の達成を趾るだけでなく、今後の「近畿・

北陸ブロック」のネットワーク型「学びあい」を推進していくために、教員が最も知りたい児童生徒

のESDを通じた学びの内容や､確かな成長の姿を抽出することを意図して作成された。このため、今

次のプログラムでは、プログラムの実施そのものを目的化するのではない。むしろ、プログラムを通

じて得ることができた具体的な学びや獲得された希望および活励が、単に「楽しかった」で終わるこ

となく、僅かでも自らが持続可能社会の形成と共に成長し続けることができるような「基点」となる

よう本プログラムが企画された。彼ら（彼女ら）の成長は、やがて確実にESDの担い手やESDリーダ

ーとしての影響力を発揮するものと考えられ、現に（この報告譜をまとめている時点で）各校からは

参加生徒の学級や学校での活躍が報告されていたり、大きな変容を伴って過ごしていたりすること

が報告されている。そのようなプログラムを今後さらに発展させる開発資源として､今次の記述式の

振り返りは批重なものとなる。

〈目的〉 1） 日ごろのESDの地道な学びを地域や国を超えて交換し、そこから見える共通の課

題を共有します。そして、 小さくとも確かな課題解決のための協働を計画し、持続可能社会

への希望を日常化する学習を行います。2）同時に、各地城に「学びあい」の拠点をうちたて

ることを目指し、学校の枠を超えた学びの創造について生徒や先生方と知恵を出しあいなが

らESDJPSDGsを担える学びの学校連携への第一歩を柵築します。

【上記、①,②,③,の児童生徒の記載を下記に抜粋】

①2日間を通して一番良かったことや､学んだこと､また｢大切にしたい」と思った事は何て、すか？

今回訪れた地域では、その地域での状況からそこだけの特色を活かしてESDやSDGsについて取り組ん

でいたことから、達成のためにはたくさんの方法があるということを実感しました。／唯一、北陸から

来た学校だったので近畿の方々と多く関わることができました。また､安富北小の子たちが発表してい

た活動は自分たちの地域でするのは難しいので、 自分の地域の特色を活かしていてすごいと思いまし

た。 （富山国際）

私が日中小中高ESD/SDGsの交流会に参加して学んだことは、英語を話すことができるとコミュニケー
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ションがすごくとりやすいということと、他の学校の特徴や他の国の文化についてです｡大切にしたい

と思ったことは人との関わりかたです。 （川西明峰）

･友達とのコミュニケーションやプレゼンでESDのかつよう方法/･ <よかった〉みんなともっと関わり

あえたことです！ 〈大切〉分かち合い．たすけ合い。 （アサンプション国際小）

･2日間を通して私は、中国人との交流が一番よかったと思います。国籍は違えども通じ合うことができ

ると実感しました｡私は国と国の関係を大切にしたいと思っています｡／自分が思っていることを言う

のも大切だけど、人の意見をきいて考えを増やして広げることを大切にしたいと思った。 （府立松原）

･ SDGsの17の項目を解決（改善に向ける）するためには、人々のつながりが重要ということ。たとえ、

小規模な取り組みでも、過疎化回避などに影響させる力があること。地域によって様々な問題や解決策

があるが､ESDに対する考えは同じであること｡通訳のお兄さん､お姉さんの姿がとてもかっこよくて、

あこがれの存在となってとてもよかった。 （神戸大学附属中学）

･小学校のころから人から声をかけてもらうのを待ち、その限られた人間関係の中で狭く深い友情を築

くことだけがいいと思っていた。もちろんそれで喧嘩もない明るい生活ではあったのだが、この2日間

は私のモットーをくつがえすものとなった。 「自分何年生なん？」と声をかけられ「うげっ」っと思っ

た。二人称で自分呼びは大阪の中の大阪人だ｡今まで出会ったことのない人だったので恐ろしかった。

そして高校入学から経験したことをいろいろ話すと、 「じぶん、めつちやくちやおもしろいやんけ」と

言われ、なんだか心が温まった。良い出会いにめぐり合えた時、とても価値のあるものになるのだなと

思った。なぜなら今回の合宿で､大阪の人々をコンプリー卜した気分になったほど豊かになれたから。

（大教大附属池田）

･中国の友達に文化を教えてもらい、よい経験になりました。他国の人と関わることで視野も広がりまし

た。また、森を見ることによって、水循環を感じ、 自然の尊い姿を知りました。 （府立長野）

･初めは全く知らない人とコテージの班になることがとても不安で、話せなかったらどうしようと思っ

ていましたが、班の子たちがみんな話題を振ってくれたり、明るく振舞ってくれたおかげで、一日で

とても仲良くなれて、 最後には別れるのがつらく感じたことです。この出会いが一番良かったです。

（帝塚山学院）

･たくさんいろいろな人と交流できたこと、友達ができたこと。いろいろな地域や考え方の人たちと関わ

りあえたこと。 2日間で一番うれしかったことは、新しくできた友達の挑戦に手助けできたことです。

その友達は英語を話すことにあまり自信を持っていなくて、中国の友達と話すときも、常に私が翻訳し

て話していました。しかし、私がしていることはその友達のためにもならないと考え、友達に自分なり

の英語で話してみるように促しました。すると、友達と中国の友達との間に隔たりもなくなり、お互い

気兼ねなく話しているように感じ、私もその光景を見られて、私の選択は正しかったと思いました。中

国人民大学附属中学校の学生をはじめとする、いろいろな地域の学生と関わる機会を持てたことを大

切にしたいです。これほど幅広い年代のかたがたと関わることは少ないので、礼儀や話し方、関わり方

を学ぶ上でとても役立ちました。 （奈良育英）

･富山や和歌山の人たち、そして中国の人たちと友だちになる事が出来て、とても良かった。初めて会う

人たちとも話すことが出来て良かった。このような交流の場を大切にしたい｡／ファミリー以外の人と

泊まった事がとても良かった。また、プラスチックゴミを減らすことを大切にしたいと思った。 （京田

辺シュタイナー）
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･色んな地域の学校で行われている環境に対しての活動を知れたこと。／一番よかったこと…日中小中

高いろんな人とコミュニケーションをとったこと。まなんだこと~ ･ ･自分の住んでいる地域について考

え、行動にすることでESDやSDGsにつながる。大切にしたいこと･･ ･この2日間の体験やアクテイビテ

イ。／周りを見て出来ることをそっ先してすること。／岡上さんのように実際に行動することが大切だ

と思った。 （富田林中学）

･少人数の町で育ちまわりが知っている子たちばかりの学校で育ってきたので、知らない人たちに囲ま

れ、 自分から声をかけコミュニケーションをとるということを2日間でたくさんして、話しかける勇

気を持つことがこれからの人生で大切にしたいと思えたことです。／自分だけの価値観だけでなく他

の意見を取り入れることによって、 自分には見えていなかった欠点を見つけ出すことの大切さ。 (HI:|:!

高校能勢分校）

･二日目、先生の指導で山にきのこ観察のワークが素晴らしかったです。また、高齢化社会のプレゼンを

聞いたり、かかしの里を訪問したりして、日本の高齢化社会についてもっと深い認識が得られました。

ワークショップの最後に、各ファミリーがポスターを作成して、二日間の学びを振り返ること、皆で話

し合うことはたいへん有意義だと思います。 （中国人代付中く小学生>）

･大切にしたいことは、 自分から相手に話しかけることです。 （神大附属中）

･人と人との関わり。自然とのつながり。文化の理解。→大切にしたい言語が違っても会話ができた。

(川西明峰）

･県や地域･国を超え様々な考え方の中でふれあい学び合えたことが一番よかったことです｡(富山国際）

②あなた自身が｢成長した!」「変わった!」と思ったことを下から選んでください。

回収60名十安富北小35名の振り返り作文より

1．知撒的なこと、 2．考え方、価値、 3． 自分の振る郷い、行動、態度、

4、自分の可能性、 5~ 自分と社会の関係（つながり）を見る力、 6．自分と自然の関係を見る力、
7． 自分の他人へのかかわり方、 8、その他 （複数可）

【結果1 1． 「知識的なこと」 42人（69％）

｢考え方、価値」 54人（89％）2

｢自分の振る舞い、行動、態度」 53人（87％）3

｢自分の可能性」

｢自分と社会の関係（つながり）を見る力」

｢自分と自然の関係（つながり）を見る力」

(33％）

(59％）

(50％）

人

人

人

20

35

30

吾
■
号
■

４

５

６

７ ｢自分の他人へのかかわり方」 48人（81％）

8． 「その他」 3人（5％）

※1)当初10月初めに実施予定だったフオローアップセミナーが台風のため中止となり、 11月4日に

延期された。このため、多くの学校が他の行那と甑なったためフォローアップセミナーへの参加

者は60余名十安富北小24名（合計85名）であった。以上の理由により 「最終アンケート」の回

収枚数は全体の64％ほどである。

※2)安富北小はアンケート用紙の形式ではなく 「振り返り作文」を全生徒から集められた。このデー
タは番号の選択形式とは異なるため、上記人数（％）には含めていない）
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③②の選択の中から家族や友人､先生に伝えるとしたらどのようなことを伝えますか？

選択肢1. 「知識的なこと」を選択した唄壼生徒の回答(抜粋）

･ぼくが夏休みの2日間で学んだことはじぶんのすんでいるちいきにいろんな生き物がいるということ

です。はじめてあった中学生こうこうせいの方たちといっしょに山の中で虫をさがしながらどんどん

なかよくなれました｡生き物がくらせるしぜんをたいせつにして、まもることと知らない人たちとおな

じ目的をもつことで仲良くなれるとゆうことがわかりました。 （安富北小）

･ひさしぶりに自然のすがた？を見たのでじっくりみました。友達や先生の気持ちなど考えながらいろ

んなことを学びました。 （アサンプション国際小）

・かかしの里は商齢化が進んでいる代表的な過疎地域で、 自分はその現状を実際に見てたくさんのこと

を感じれました。人が少ないという問題をかかしを使って解決していたのに総きました。 （富山国際）

・中国では英語で授業を受けることがあること。ぜひ取り組みたいと思う。中国では簡単な日本語も使

われていること。安富町は兄弟の人数がそれぞれ多いこと（ニンテンドーswitchのジヨイコンを8つ

持っていると聞いた)。安富町にはカラスが少ないこと。住んでいる地域で懲らしは様々で、大阪や奈

良の友達は海に3年に一度しか入らないこと。 （神大附属中）

･自分は人が多い所に住んでおり、近年子どもの人口が増えています。しかし、安富北小の辺りでは人口

が減っていたり、小学校へ通う子どもの数も私の所とは違い、人口、地域格差を感じた。それぞれの問

題を伝えたい。 （大阪成礫）

・2日間の間で知識的なことでたくさんのことを学べたということを伝えたいです。姫路の奥播磨かか

しの里へ行き、村の雰囲気などは能勢町と似ていて帰ってきたような気持ちになりましたが､たくさん

のかかしがいてかかしのおかげで観光客が増えたということを聞き、能勢町ももっとアピールすると

ころがある、それを作ればいいのではないかと思うことができました。 （豊中高校能勢）

． 1番の「知識的なこと」です。この二日間、大自然と接して、人と自然との関係を考え直しました。多

くの友達と一緒に話して、日常の暮らしと学校生活が分かりました。これはただの観光客なら絶対得ら

れないものです。自分の家族に伝えたいことはかかしの里での風景､親と高齢化社会の問題を一緒に討

論したいです。また中国の友達に日本の小中高の学校風景、学校生活の相違点などを教えたいです。

（中国人代付I:|.）

･中国の学校の教育や文化、芸術などを中国の「し－ちゃん」に写真を見せてもらいながら教えてもらい

ました。日本と全然違う文化もあれば、似ている文化もあり、自分の視野が広がり、世界とのつながり

を実感しました。 （府立長野）

･ 「かかしの里」という形で、積極的に取り組んでいる事例があることとその内容について。 （京田辺）

･自分の考えだけじゃなくて他人の考えも「知りたい｣、 と想うようになった。 （府立北淀・淀川清流）

･国内、国外さまざまな人と関わることができた｡ESD、 SDGsについて考えるいい経験になった。基本中

国人と英語で話したが、自分の英語力の力だめしになれた｡英語がとても重要だととても思うことにな

った。 （富山国際）

選択肢2． 「考え方､価値」を選択した児童生徒の回答(抜粋）

ユネスコワークショップを通して考えてみれば夕食で食べたカレーがおいしかったことはさておき、
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35人の学校が約150人また同じ世代の人もたくさんいました。さらに目の色髪の色は同じだけど

しゃべる言葉がちがう、文化がちがうさまざまな人たちとふれあうことができて自分に足りないもの

があったと思います。 1つ、あいさつをする。2つ、自分からコミュニケーションをとる。3つ自然や

文化を大切にすることを学びました。 （安富北小）

・ 2日目の振り返り （ポスター作成）で学んだ事は協力だと思います。理由はポスターを作るときにどん

なことを書くか発表するかで協力して作るからです。高校生の文章と同じで私も自分の得になること

しか考えていないことに気づきました。だから私はあいてのことを考えて行動すればいいと思いまし

た｡そして、自分からあいさつをしてコミュニケーションをとって地しんや災がいのときは助け合おう

と思いました。 （安富北小）

･自然と人間は関わり合って生きていること。 （富田林中学）

･自分の1つ1つの行動が、地域や日本、世界を変えることができる。それは、悪い方向にだって良い方

向にだって進むことができる。 「みんながやってるから…」 「だれもやっていないし…」ではなく、自ら

進んで行動に移すことが大切。 （富田林中学）

･だめなことはだめと、 自分たちで言えるように変えれるように行動することが大事。 （府立松原）

･私達もESDについて考え、向き合っていくことが大切だと思った。中国からのゲストともふれ合い、言

語のかべをこえてコミュニケーションをとろうとした点がよかった。 （神大附属中）

･住んでいる地域によっておおまかな性格が違っているから面白く楽しい。しかし、楽しいだけでなく会

話の中で相手がふと話したことが自分と考え方や価値観が違って別の視点で物事を考えることができ

た。 （大阪成膜）

･多くの地域が集まって話すことでその地域ごとに特色や問題があり、価値観にも違いがあることが分

かった。 （富山国際）

･自分で考え、次に何をするか整理つけて行動すること。何か1つ課題があるとして、自分が賛成の意見

を持つのならば、逆に反対の意見もすぐ考えるようになりました。 （府立長野）

･普段小学生と共に生活する、大自然と関わるというような体験はあまりできないので、とても勉強にな

りました。また、私高校生と小学生との価値観が異なる所もあるので、互いに良い意見交換ができて良

かったです。 （府立長野）

．一番良かったことは中国や国内の他校から来た様々な人と交流できたことです。なかなか他校の人と

は交流する機会がなく、お互いの学校事情などで盛り上がりました。また中国人の生徒、通約さんと可

能な限り中国語で話したことで語学の能力も向上しただけでなく、中国の学校や流行などについて知

ることもできました。 「大切にしたい」と思ったことは、自分についても積極的に発信していくことで

す。自分から発信することで相手も話してくれて話題が尽きなかったからです。 （大教大附属）

･年齢も住む場所も、学校もちがう人たちと一緒に活動をしたこと。人と人とのつながり、コミュニケ

ーション。 自分の住んでいるところでは味わえない人や環境と触れ合うことの重要さ。（帝塚山学院）

･同じものを見たり聞いたりしても1人1人違う考え方をしていて、自分が考えたことのない方向から

考えたり、みれたりできた。 （大阪成礫）

･私は日本と外国の違いに興味があり、外国に目を向けがちですが、今回、近畿の方と関わり、近畿の方

の良さを知ることができました。私も、近畿の方の良さに近づけるようにしたいです。 （富山国際）

・自然のサイクル。国や地域がどうでも人と人とはつながれる。 （神大附属中）
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． 「便利」の反対は必ずしも「不便」ではない、 ということ。美しい自然を守っていくべきだ、 というこ

と。 （神大附属中）

選択肢3． 「自分の振る舞い､行動､態度」を選択した児童生徒の回答(抜粋）

･前よりもっと回りに気をつかって行動できるようになった。知らない人でもあいさつをするようにな

った。 「ありがとう」をたくさん言うようになった。人はそれぞれいろいろな考え方があって、どんな

考えにも間違いはないということ。持続可能な地球にするための行動。セミナーや、たくさんの人との

かかわりの中で、いろいろな分野の知識を取り入れることができました。そんな自分と価値観が違う人

と交流し、意見を出し合い、自分は本当に正しいか猿を持っているのか、人に流されていないか、と自

問自答していました。先生方や地域の方や、国際的な先生との関わり方を見て、先生方が礼儀正しい行

動を起こしてくださっているからこそ､私たちも自然と正しい行動を起こせるのだと思いました｡今ま

ではできないと思っていたことがたくさんありましたが、オツキーズをして自分から話しかけようと

するなど､減極的にコミュニケーションをとることができ、自分の中の他者との隔たりをひとつなくす

ことができたのではないかと思います。また、セミナー中、自分と周りとのかかわりについて考えるこ

とが多く、今まで人任せにしていた地域の問題も考えるようになり、日ごろから周りを注意してみたり

するようになりました。 （奈良育英）

･自分が今まで詳しく分かってなかったことや、中国人や小学校とともに交流した時の話。少しでもバリ

アフリーになる行勤がしたいと思った。 （府立松原）

・自分がと前に出て発言したり意見を言うことも大切だけど、発言だけじゃなくて人の意見を聞いてそ

れについても考え、学び合うことが一番大切。そのためにグループ活動がある。 （府立松原）

･年上の人に対しての言葉・態度が良くなった（？）前と比べて（富田林中）

･私は、自分から中学生高校生と友達になりチームワークがふかまったと思います。 1日目だけで仲良く

なりました。どんな高校か中学校かがプレゼンを見てよくわかりました。社会の勉強にもなり、かかし

と写真をとったりもして2日間みんなと楽しめてよかったです。もう一枚の紙に書いてあった①～④

は､みんあできており2020年も小中高生のESD学びあいをして、また同じ人と会って楽しみたい

です。私たちの地いきを守ったりして大阪方面の人も「自分の地いきは自分たちで守る」ということは

できると思います｡昔から今へつながる千年家など､そういう所に行って伝えられたらいいなと思いま

した。そして、安富ダムがあるとことによりこの地いきが守られていると思います。さい近は大雨や大

きな台風がくるといったような自然さいがいが多くなっているので私たちが何をしたいいか次のES

Dで考えられたらいいなと思いました。 （安富北小）

･夏休みに「学びあい交流会」に行きました。 1日目は学校でチームにわかれました。私のチームハ「ツ

シマヤマネコ」っていうチームでした。チームにわかれてかかしといっしょにしやしんをとったりしま

した。しやしんをとったのを見てきれいにとれているなと思いました。私はこの交流会でコミュニケー

ションの大切さやたすけあうことのじゆうようさをまなびました。 （安富北小低学年）

･今までのセミナーでも多くの人と交流することが出来ましたが、今回の合宿では、より一層、学校・年

齢・国の垣根を越えて、深くお互いを知り合うことが出来たと思います。 （京田辺シュタイナー）

･ 「次世代のために」ということはずっと考えていたことだけれど、 もっと深く考えて次は行動に移した

いと思った。 （奈良教育大学附属中）
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・自分の考えをはずかしがらずに発言する力。 （奈良教育大学附屈中）

･もつと自分の通っている学校を良くしていきたいと思ったこと。 （奈良育英）

･できるだけ周りの中高生に役立てるように、机・椅子を動かす、紙に書くなどのことを手伝いました。

（アサンプション国際小）

･いいたいこと、発表したいときは手を挙げる。 （アサンプション国際小）

・ここでであった人との繋がりはこれからも大事にしていきたいです。 （府立北淀・淀川清流）

･仲の良い人がいないところで合宿をするというはじめての経験をして、 自分から人に話しかけること

ができるようになったこと。 （帝塚山学院）

･初めて会う人でも、話してみたりしたら、思ってるよりすぐ仲良くなれるから、コミュニケーションが

大切だと思います。 （府立豊中高校能勢分校）

選択肢4． 「自分の可能性」を選択した児童生徒の回答(抜粋）

．話し合いのコツが分かったので、それを活かしてこれからの話し合いに挑みたいと思いました。 （奈良

教育大学附属中）

･成長しようと思ったら、成長できる。 （神大附属中）

･班の子たちがみんな話題を振ってくれたり、明るく振舞ってくれたおかげで、一日でとても仲良くなれ

て、 最後には別れるのがつらく感じた。この出会いが一番良かったです。この経験を通して、私も班

の子たちのような振る舞いをできるようになりたいと思いました。 （帝塚山学院）

･国の違いなど関係なく、お互いが幸せに交流する方法は沢山あるんだなと思った。 （府立長野）

・ファミリーで地域の気づいたところ出しあったけど、課題しかでなかったからいいところをみつけら

れる人になりたいと思う。 （神大附属中）

・自分が案を出すだけじゃなくて他の人（特に年下の人）が意見を出しやすい雰囲気をつくる。 （豊中高

校能勢分校）

･初めてこんなに違う言語の人と会話して、文法がまちがえていたり発音も良くなかったりしたかもだ

けどちゃんと会話が成り立ったということ。 「もっと話せるようになれるかも!?」と思った。多文化社会

の今、他の国の文化をもっと知ろうとするべきだと感じることができた。 （川西明峰）

･将来のことを考える。すぐ先の未来のこと。 （府立北淀・淀川清流）

･近畿の人たちの人がら。安富北小学校の子どもたち。安富のまちのかかし。自然。中国の人たちの国民

性。英語がいかに普遍的な言語であるか。 （富山国際）

・自分たちが積極的に行動すれば、解決できることがあるということを伝えたい。 （府立松原）

･私はどちらかというと禰極的な感じではないが、今回の学びあいで、いろんな人と触れ合い、少し積極

性が出てきたかな、と感じるようになったこと。 大阪と違って、 とても自然豊かなところに行って、

いろいろな経験ができたことなどを伝えたい。 （帝塚山学院）

･ ESDの復習（晴明丘小）

･身の周りにもESDの考えが使われていることがあるから自ら探していきたい。（アサンプション国際小）

･小学生や中国の方、コテージのメンバーなど新しく出会った人たちと話せるように行動できてよかっ

た。自分になかった考えをしっかり聞いて、お互いをよく知ることを大切にしたい。 （神大附属中）

･友達とのコミュニケーションやプレゼンでESDのかつよう方法（川西明峰）
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｢自分と社会の関係(つながり)を見る力」を選択した児童生徒の回答(抜粋）選択肢5

･かかしの里は高齢化が進んでいる代表的な過疎地域で、 自分はその現状を実際に見てたくさんのこと

を感じれました。人が少ないという問題をかかしを使って解決していたのに鷲きました。 （富山国|際）

･奥播磨では､地域の人たちが協力し町を豊かにしていき、安富北小学校ではホタルの飼育をみんなでし

ていて、どちらも協力し成功させているので、協力することは大切だということを伝えたいです。 （神

大附属中）

･人がいなくて寂しい町でも地元の人の考え（アイデア）一つで生まれ変わるんだということを伝えた

い。 （大教大附属池田）

･町おこしに最適だと衝撃を受けた安富町の「かかし」のことを、現代社会のレポートを通して担当の先

生に伝えた。かかしを思いついたことはすごいと思った。人がたくさんいたら活気があふれる「人間は

人間が好きなんだ」ということを伝えたい。 （大教大附属池田）

･自分の行動で周りの人たちと仲良くなれたり、新しいことを学べたりすること。 （帝塚山学院）

･5番の「自分と社会の関係を見る力」です。特に富山国際学校のプレゼンから日本の高校生が社会の課

題について鋭い観察と真剣な考えが印象的でした。社会の現状に目を届いて探究して自分なりの見解

を見つけることによって日本の若者の社会責任感を感じています。例えば都市計画と農村部人口流出

などの課題が挙げられます｡実は中国にも同じような課題はたくさんあるんじゃないですか｡我々は日

本から経験と解決方法を勉強しなければなりません。 （中国人代付中高校生）

・自分の周りは施設などがそろっていて住みやすいが、田舎のほうへ行くと不便で高齢者の方しか住ん

でいないことについて、対策を取るべきだということ。 （帝塚山学院）

･いつもはあまり地域のことを考える機会がなかったけど今回はそれを考えられて良かった。（富田林中）

･それぞれの都道府県からたくさんの人がきていたので、その人たちと友だちになれたことと、その人た

ちとの話で､同じ日本なのに地方が違うだけで多くの事に違いがあったことです。（豊中高校能勢分校）

｡寂しい雰囲気だった村を人にそっくりなかかしでにぎわって笑顔あふれる村にかえたこと。→岡上さ

んの行動力がすごいと思ったから。 （アサンプション国際小）

･過疎化してもあきらめず、色々なアイデアだして村人も訪れる人も楽しめることができてすごいと思

った。 （奈良育英）

･10分後､そして未来について考えること｡課題だけじゃなくていいところも見つけること。(神大附属）

･ぼくは、 21日22日のユネスコワ･クシヨップでかかしを置くことで元気になっているということを

知りました。ぼくは､いつもなにげなく見ているかかしがこんなすごいことをしているんだと思いまし

た。ぼくは、このユネスコワ･クショップを通して地域との関わりを大切にしていこうと思いました。

（安富北小）

．一番印象的なことはかかしの里を訪問することです。ここで見たかかしは自分が知っている「かかし」

とはだいぶ違います｡かかしは鳥などを退治するだけではなく、村の人々を伴って地元の民俗特色とな

れるでしょう。 （中国人代付小小学生）

･地方の人口減少や少子高齢化の現実と向き合い、地域活性化の大切さを感じた。また、多くの人に興味

を持ってもらえるように．楽しく地域活性化を行うことが大切だと思った。 （大阪教育大学附属）

･人と人とのつながり、人と地域のつながりを持って社会をつくること。 （神大附属中）

,日本での多くの小中高がESDの実践を重視することが分かりました。中国にもESDの学習をもつと
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広げて、これは一人の地球市民としての責任であると思います。 （中国人民大学附属高校生）

選択肢6.「自分と自然の関係(つながり)を見る力」を選択した児童生徒の回答(抜粋）

･かかしの里での二日間、大自然に置かれて身近に接することができました。以前は「自然」と付き合っ

ている場合は、観光名所なので観光客ばかりでした。今回は気を静めて、川と山と森と鳥などを観察で

きてたいへん素晴らしいと思います。また日本人の友達を一緒にコテージに泊まってカレーと味噌汁

を食べて非常に貴重な体験でした。 （中国人大付中高校生）

･ESDプレゼン発表では、みんなプレゼンでは自分の学校のことを発表して、みんなもプレゼンでがん

ばっていたので良かった。生き物探索ワークでは、きのこ、川、生き物と分かれて、私は生き物を探し

に行きました。たきまで上がるとちゅう、いろいろな生き物を見ました。生き物の名前を教えて下さる

先生が夜にしかけをしておいた物をもってきてくださって、 しかけやひょう本の仕方を教えて下さっ

て勉強になりました。たきの所まで行って生き物を探しました。みんないろいろな生き物を探していま

した。私はこの活動で学んだ事は生き物は大事ということです。 （安富北小）

･プレゼン発表では、それぞれのデメリットをこうしたらよいと思う発表をしていたし、そのデメリット

をメリットの力で良いことにしたらいいんじゃないかという意見がありました。かかしワ･クショップ

では「いつものかかし」と思っていましたが、岡上さんの話でかかしはこのような思いで作られている

のかと思い、かかしはあるのかと思いました。行きも探索ワ･クでは関にあった葉などがあって、 これ

からはここにはこんな葉があるなと見ていきたいと思いました。振り返りでは班で書いたり発表した

りしたので最後の最後までコミュニケーションがとれました。この活動で学んだ事は人とコミュニケ

ーションをとったり地いきの自然に親しもうと思いました。 （安富北小）

･今まで知らなかった人とも仲良くなれてうれしかったこと。川へ行ったりして自然と（直接）関わるこ

との大切さを知れたこと。 （府立長野）

･自然観察のワークで、きのこの分類などたくさん勉強になりました。山での空気が素晴らしい。青空と

森が忘れられないです。 （中国人代付中中学生）

選択肢7.「自分の他人へのかかわり方」を選択した児童生徒の回答(抜粋）

･7番の「自分の他の人へのかかわり方」です。言葉が通じなくてもプレゼントの交換、翻訳のソフト、

日常の話題などを通じて互いの隔たりを解消することができます。話し合いでお互いの内容と意味を

理解することができるでしょう。 （中国人代付小小学生）

･初めて会う人ともコミュニケーションを積極的に自分からとることが大切だと思った。考え方も、深

くやわらかく考えたほうが良いと思った。 （帝塚山学院）

･周りの人と交流することによって、自分自身の他の人への関わり方が変わるという事。さらに、他の人

と関ることによって、 コミュニケーションが増えるということ。 （京田辺シュタイナー）

･何事にも獺極的に関わることの大切さ。 （京田辺シュタイナー）

･違う学校、学年、国の人と仲良くなるにはどうすればいいのか。 （富田林中学）

･コテージでいた時に、言葉が通じなくても日本の友達がみんな暖かい気持ちでゆっくり話してくれま

した。私たちが翻訳のソフトなどを使ってたくさん話して、お互いの連絡先も交換しました。ポスター

発表の時に､私も作成に参加して中国語での漢字をみんなに教えたりして､最後スピーチもしました。
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（中国人代付中高校生）

･人との関わり。身近なところに目を向ける。 （晴明丘小）

．みんなの気持ちを考えながら笑顔でしゃべる。 （アサンプション国際小）

･－日目、日本小中高のプレゼンを聞いてたいへん勉強になりました。例えば内容とプレゼンの方法が印

象的で、身近な課題を探求する学びとか、丁寧に聞き手の立場を考慮してスピーチの方法とか、たくさ

んあります。 （中国人代付小小学生）

．泊まる時、ファミリーじゃない人と寝るって知った時、正直そんなすぐに打ち解けられるか不安だった

けど、同じ部屋の子が場を和ませてくれて、それにのっかつた部分もあるけど私もいっぱい話しかけら

れました。同じ年で、すぐみんなに話しかけたりする姿にただただすごい！と思いました。 （豊中高校

能勢分校）

･今まで話したことのない子と話せたこと。人どうしや地域とつながること。いろんな人のつながり。

（大阪成膜女子）

･国どうしの関係が悪くても人と人との関係は変わらないんだと実感した。 （大阪教育大学附属）

･普段ふれることができない自然や、きっかけがないと関われない違う国や違う学校の人たちと一緒に

いろんなものを見たり、いろいろ話せてよかった。 （府立松原）

･人とのつながり大切にしたいと思いました。高校生だけでなくて、小学生や中学生ともたくさん関わる

ことができでとてもうれしかったです！ （府立長野）

選択肢8. 1その他｜ を選択した児童生徒の回答(抜粋）

・人見知りの私でも、初対面の人と話し合って、仲良くなることができた。普段なら触れ合えない人や

生き物、環境に触れ合って、普段考えないことを考えた。 （帝塚山学院）

．最初に、コテージで日本のみなさんと一緒にいた時、ちょっと不安と緊張していした。何をしゃべるか

よく分からないけど、 自分が持っているお土産を通して、ゲームをしたりしてやっと親しくなりまし

た。 （中国人代付中中学生）

まとめ

ESD･SDGsは児童生徒自らの向上心や成長と共に、その知と精神が学びとして備わっていく必要が

ある。本来、ESDは大人が学校で備えさせる「能力」というような評価を前提とした扱いではなく、 自

らが生きていく上で抱く希望や自分への期待を持つことができる幸福追求の一環として捉えられなけれ

ば主体的な持続可能社会の創造の当事者とはなり得ない。このように考える時、 自分と他者との関係性

や、 自らが社会の公正な一員でなければならないことの他、逆に他者や社会での自らの役割などの意識

化が幸福追求（成長意欲）の一端に備えられるべきことに気づかされる。まさにESDリーダーとしての

役割は、人と人、人と社会、人と自然との関係において上記の通り自らを問い続ける姿と、多様・多元的

価値と諸相が混在する中にあってそれらが配慮しあう姿を自らが描くところに真価があるのではないだ

ろうか。今回のアンケート（準備セミナーの振り返り含む）からは、自分が人や社会・自然と関わろうと

する意欲や自信（力)、社会や自然を見る力、持続可能なあり方を意識した言葉・振る舞いや自らへの期

待などの確かな内心の変化を読み取ることができた。私たちは、改めて持続可能社会の発展が、一人ひと

りの成長意欲や希望が育つことと同期していることを理解する必要があろう。
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｢2019年度近畿北陸ブロックASPne↑小中高生ESD､SDGs宣言」

2019年11月4日

2019年度､磯雅職のASPnetでは､謁熊､崇莨県､輸詩､難眞､繍噸､甑県､篭菌
じ､わんび ひめじ

の22校、約120名の小中高生が集まり、準備セミナーと1泊2日の姫路での学び合い、フオローアツプ
たつせい

セミナーを通じて､ESDとは何なのか､繍鵠雛を瀞げているものは何なのか､さらにSDGsを達成
みぢか

するための身近なステップを考えました。

継締婆散fの重繊かかしの里では､ ,5名しか暮らしていない地域が､かかしを闇くことによって

元気になっていることを､その請踊な獺をしている岡上さんのお話で知りました｡さらに､自分た
おかうえ

ちの身近な職や学校の齢fi澗埜を瀞げているものについても話し合いました。

2019年8月21日､22日には､同じように識に学び合いをした小中高大学生が総帝に集まりまし

た｡雄市嬰議f小学校ではESDﾌﾚｾﾝをしあったり、町に置かれたかかしの發罰やその蝿競の灘
まち お

撹濫を舅藤に見たりすることで､災.灘.荘答がつながり彫簿し合うことがなによりも芙筍であると
知りました。

ちきゅう かんきょう しやかいひと かんしん な たにん

そこで私たちは、地球・環境・社会・人に対して関心が無くつながりを持とうとしないこと、他人よ
じぷん とく

りも自分の得になることしか考えていないことが簡鰭だと気付きました。
もんだい かいけつ

この問題を解決するために、 自分と篭った文化に糞礫をもち､学び続けることを大切にしたいと考え

ました｡そうすれば､樫前､鵜､育ってきた生活などの畳いを超えて､すべての人がお萱いを思い合い、
ささ とも

支えあい、共に生きることができると思います。

さらに､私たちが蝋の笙膳で考えるべきこと､すべきことは何か､競を出し合い､次の澗策を決め
ました。

,、灘に親しみ､鋤し、鍬との閏わりを持ち蕊ける

2餅からおたがいを知る鳧蒔ちをもつ

3~餅からあいさつをする(コミュニケーションを取る）

4餅の叢や掌農のまわりについて簡芯をもち､識や謎齢の人と話す

5上の4つのことから､箸からある笑罰なものを協力して織へつなぐ

これをもって､私たちの巽筒萱誉といたします。
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資料

｡第2回セミナーで講演をいただいた

「奥播磨かかしの里｣紹介プレゼンデータ

･ESD/SDGs学びあい交流会で発表された

参加校・地域からのプレゼンデ ター

･全参加者一覧
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かかしが語る人々のくらしと地域再生
一「奥柵磨かかしの里」から一

閲鰹落の現状
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安富北小学校
創立140年創亦有140年厨史

全校児童35人姫路市でも一・二を争う小規模枝

P

.犀5名几童部也是姫路市

柱1 伝統文化の継承憲一“承悔禦童維

日本の伝統文化を今でも継承している
吋至今日也侍承着日本的侍銃文化

取り組み所倣的努力

①太鼓(5.6年）太鼓(5.6年級）

安富北地区における課題

安富北地区に住む人達の高齢化が進んでいる｡若い人が少

なくなり､子どもがいない地区もある｡人間関係の希薄化

地域の学校として地域の人々からの支えは必要となる。

関倖奔安さ北増区的人口老齢化同題麺、戸鹸･年
優人岨豪超少，冨至有些堆区噌胃小弦ル・作方人
聞災系幼強司少困増区的学授詫豆随令麹国人、田
支搾・

目指す児音像希望培葬出建ネ
②傘踊り終風4年リ 宰舞侶華4年銀）

自分の町を大切に､誇りに盛り上げたい児童の育成

剖瞳字9‐ ・ ‐自言旦同'％ 唖ョ 笛，判饗建R自乏.こ‐、 ③すもう大会相ｷﾄ大会

傘踊り鐵罷茎薙辮溌鯛認溌遡行柳'嬢｡除
3．4年生の学習発表会の出し物として毎年練習してい
る｡学習発表会だけでなく､学校で行う地域ふれあい活

和太鼓 日本鼓

5．6年生の総合学習の一環として行っている｡地域の祭り
や姫路市の行事で年に数回和太鼓を披露している。
作力5．6年駁学生的鐸合学刃中的一汗会学刃日本欧.一
年多次釣在地冨的宿日和娼毎市的竃旬中廻行R波．

~

齢

：
ユ‘

魚ー
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柱2環境学習第二点坏境的学弓すもう相朴

毎年10月頃に学校行事として相撲大会を行ってい
る｡1年生から6年生の男女で相撲をとっている｡地域
の老人クラブの方々にも役割を手伝ってもらっている。

自然環境を学び､守っていく｡学弓和保炉自然坏境

取り組み所倣的努力

①ホタル学習菫火虫学刃
②農園衣国活劫
③エコキヤ吋乏震動垂健｛f司王司牟幸､Mプ窪齢杯ｲ早坂菫遥副

ホタル学習菫火虫学刃 農園活動衣国活劫

全校児童でそれぞれの野菜を育て､収穫を楽しむ。

全校的学生稗植各稗各祥的蔬菜，体醗聿收的墓悦

3．4年生の総合学習の一環として行っている｡詳しく
は3．4年生の発表から
蓋火虫学弓是3.4年鰻学生的嫁合学刃中的一坏｡具体溝看3.4年娘学生的没表．

房

蕊
鯉

7－1‐

~L
蝋
錘 、

垂－9 戸

ありがとう

ございました！

エコキヤツプ活動坏保瓶蓋活劫
安富北小学校の運営委員会の活動の一つである｡ペットボ

トルのキャップを集め､ワクチンの購入にあてる｡運営委員
会から全校児童に呼び掛け､収集する。
瞳十市史な北小麺曽理畏例会的活助之一･収東田料瓶題益，用子蚕菌酌灼閥腎■畳田会合召墨
全快学生寒収津駆差｡

測測大家

丹坊司空.L－
戸

Pb

ｰ区
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~
安富北小学校
ホ榎ルの学校

帽E奉るの豆炭震､いっぱい
』 ”,,てれ。

王董火虫的事情・
ｰ～

■_ﾎ堂ﾙ岐辰 '■
交醸陪虫_－ ~’

ホダルの交尾

＊ほたるは､交尾するとき､せなかにお

_1
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I .|うまれたばかりのようちゅう
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ホタルのことはわかったかな

解萱火虫喝？
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私たちの考えるESD
－身近な異文化理解を例として

■

･北京市西北細こ位置する中高一貫佼､生徒数は合計6000人以上

高等部

〆

中国人民大学附屈中学

詳可欣､張林､張希胡､子懐渕､王思麓､劉優陽

醗溌 学校生活 ・ヘ灯】7J抑曇佼,Pm4:30iF

､緊蕊澱縣測？糞…’学校紹介 溌裁

薦
F

雷職遍ブト四ノL認即？ネコ、U八

外同人留学生冒約200J

＃ 綴
二

鐸塞憩 瀞

黙& 、

湾

－

ド I 人

』蹄、 殉

身近な異文化理j
ESDについて考
異 解理 から

すえる

イタリアでの経験
一価値観が揺さぶられた私の収謹
･異文化に身を履き､.‘もう人の11分､.を発見

･良好なコミュニケーションに必要な事:自羊砕上寛容郷噌麗’

1名坐1．．1I

W

蕊
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パレスチナでの経験
一克服した私の不安な気持ちとステレオタイプ

･文化や宗教.民談の違いがあっても、人と人は互いに理解しあえる

｡パレスチナでもｲｽﾗｰﾙでも､平和への賛歌『和平頚』が人気だった

書道が結んだ友情
僕の最初の日本の友達

･中学まで北京のほかの地区に居た.そこは人大附属中のような恵ま
れた環境ではない

・初めての国外訪問で､多探な文化にとても興味がある

・日本でたくさんの｢書道の友』をみつけたい

｜…

〆 ＝

↑淳一。□

台

星

漢字で交流！

･これらの漢字､中国語ではどんな意味？ク
イズ！

Quizl: <@手舐”
示

鰯隆 厩

霊
包夙

Quiz3:"Jdg:JS''Quiz3:“ ”Quiz2: <c"''Quiz2:“ ”
D＝ 園 と
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漢字で交流！

･中岡語の中の日本語｣:経済､科学､文化､物理､濃画、
達人､萌え郡･”

･中国詔の中の『英語j5｢沙没』、『乍拉OK｣…風．

.異なる笥冊を互いに学びあうことで､曾紫の多椴性や生命
力が商められあ

Quiz4: <c"""Quiz4:“ ”
ノ

愚
替
眼

私たちはどうやって
異文化理解の能力を向上できるか

私たちが考える持続可能な発展社会とは

｡異なる文化が平和に共存

･推もが自分の文化を誇り6-思い､同
時に違う文化も楽しめる

．慧懸驚謹議鰯龍轆
が平等に交流できる

･人と自然との調和のとれた共存を実
現できる

・ステレオタイプがもたらﾖ#‐例解と個見
や蔑視を克服すること

･公平で騨重した態度で､蝿文化に接
すること

･真筆Iこ自身の爽化を学ぷこと
｡いくつかの外国語を身につけ霜
・自分を受け入れ､相手の良い点を素
直に評価する

・自分から挨拶し､声をかける
･誰に対しても笑顔を忘れ雄い

ド
ア

｡ありがとう！力 つ
､■
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高度な英語力とITリテラシー
高度的英i吾能力和|IT能力

15カ国の生徒が在薪する国際色豊かな学校

●ｻ

pm

OG●

や■

睦~
是一十有来自15千国家学生的国除化学校 問題発見・解決能力の育成壇界浅現何題・解決河題的能力

交通アクセス 所在地：富山県富山市
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髭…'秀畠j'輪7聯脅了?痴萎皇窒

ESDに閨する問題

EMPOWERMEN不ゴロ.グラム ユネスコ部

BLUEEARTHPROJECT

雲譲雲蕊
藝藷蕊
empowermentPrOject

(活助間介：来自美国的伐秀大学生和本校学生送行一周的英
西財涯）

i伯

＝:T－．一口.･:．．...． ．‐“‘.－．

朕合国教…頻部的震藍地球活劫
窪

~

『世界先進モデル都市」に選ばれた富山市
被迭力"世界先透模萢城市''的富山市

コンパクトシティ・富山市富山市が取り組む課題
富山市的漂題

・中心街の魅力喪失中心街魅力流失
去往郊外的人口流失

・郊外への人口流失対机劫化的依紙（対汽牢的依紬）

・モータリゼーションヘの依存（車依存）
日創車愚荷台毬がt両君f人と全図凧Z位．日蝕■の又丑分担雁は花2％､遇､0回的では8卿路

など ~ ~
孟山鷺を阻凧に位■する『本01t、室令種増』

鰄我謹溌聯鶏瀞撫‘
ガラス張りの美しい『ｽﾀｰパックスカフエ』が人気

余…肉……鰻に………蔭"
の意峯宰珂阻水公剛

しむ人々でﾃﾗｽも現魔

小型城市・富山市

※「コンパクトシティ」とは？

人口減少時代に適応した地峻社会のモデル

･メルボルン、バンクーバー、パリ、ポートランドとともに

「世界先逆モデル都市」に選出される．

１
全
噌
Ｉ

その他 Iこも週出

全士《麹ニス壷 モデル

ライトレール＝富山市コンパクトシティ構想の中心
軽軌＝杓造童山市小型城市的重心【富山市の街づくりの基本方針】

公共交通機関を活性化し、その沿線に
居住、商業、業務、文化等の都市の諸機能を集積

2020.2.22

南北接続
面一

＜■今岡> 一一‐

富山市が､施すお国子錘の卸巾■血－造
躯諄定水牢以上のサービス
凶”公釦ウ南 =

お種子率麺ばれた礎渉■

:要2｡‘‘､ ~＝
‐（菩
廿

一

キ｡ー

浦山市的城槙畑剥的基

振宍公共交邇・沿路累

富山ライトレールI
ボートラム I
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富山市公

交通機関
利用人数
変化
■旬…回

富山市中心市街地活性化基本計画
く計画の3本柱〉 促遊富山市市中心活力
｢グランドブラザ整備率業」的基本方針
『市内電車環状線化卵巣(セントラム)」
『まちなか居住推進來業」他27の活性化事業を推進 一方、

男一方面
－－

平成22年度～
おおむね増加
因此増加

2つの地域の共通点人謡撫瀧
人口減・農業従事者の高齢化 者的高齢化

小規模経営・低生産性＝①離農者・転出者の増加

鱈…冒晶:~麺劉 ＝②j#作放棄地の急増

I

室
I

一
一

云
一

画｡！

耕作放棄地の急激な増加富山市の地域別人口と世帯

の増減率H27~29 山田↓細入↓u響&人口と憧辱｡麺室

!’ 曲 曲 面 二 酋些nE塞垂塁1

＄■何Fｰ唾■童の廊鯵】
~
一一 一一
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耕地匿奔的急刷増加二地域に顕著な人口減・世帯減が豆ぢ流る
雨や地区的人口和家庭人口大量減少。
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荏胡麻的6次戸皿化 『工ゴマ」とは？

シソ科の一年生植物｡荏胡麻是什仏？
（紫雰科的一神棚物）

葉や祖子にアレルギー疾患や盟知症予

防に高い効果を示す成分が多く含まれ
ている。

寓山市が全国で初めて大規模な学産お

よび産地化を目指している。

富山市的目禄是在日本遊行首次

大規模生声和生声。

対富山市衣皿政策的期望
~

可一己

ざh

驍
・衣村人力資源汗友

･腰奔衣田的再生和有效利用

・推庁特色声品
・第六次衣血声血化 ｡

取り組みの軽瞬(努力的匿越）

2012『右山耐遭墳未来俸市計■』

箪定一『牛岳君泉塾等を活用した
■全の色窒の■化』ﾌﾛｼｪｸﾄ

チーム酋立

20画『㈱■画守』 《地元企其4拾
の終何出資による＆亜生直垂人）

股立

2014「地既活性化毛子ルケース』

《内閣官、）哩定

2016r地域再生針圏』 《内閲韓醗
大臣〉魁定・朋作故奥地の商い入
れ

「6次産業化」とは？

1次産業（農林漁業）×2次産業（製造業）

×3次産業（小売業等）

U

農山漁村の豊かな地域資源を活用

新たな付加価値の創造による所得や服用確保が目標

呵励壷12率のは宝■■qこの聖、

…～
－一

午､‐ｰ竺竺■■旬■■■｡■Q■一q員■凸

曽■侭■Q q合･■■ 元

2P｡"3 9 ｣i京 居室． 一

12▲｡一旦■ 『醜

必 e
ご吟金堂CQg炉同＝酵丑燈無■峨人5■■官

弧｡士｢酋
守諒浬牟玲一寸

謝酷割浸“器N繩膿恩椥…巡画.抑1”
麺寸唾命炉あ巳ﾛ

6次是戸並化是什公

一次声血（衣林浬並）-二次芦並（制造

血）-三次声血（零筈血）

U

活用衣山遥村的奉富的地域資源

通拉新増的附加价値来砺保收人和雇側

I

堂
I

エゴマの子実生産拡大のための事業

①『中山間地域特産物定着化モデル事業」

エゴマ生産者に対して種子代や肥料代を助成。

②『耕作放棄地有効活用モデル車業」

市が主体となって耕作放棄地を再生。

新たな担い手に農地や農業機械を貸し付ける。

【事業の成果】

･栽培而摘の拡大1年目1.2ha、 2年目1,9ha，3年目5.Oha

･生産者散の墹加、栽培技術の向上

･水稲を超える収益

一任念団体『えごま6次産業化推進グループ』による販売

（市内の飲食店など県内約80の団体・個人で構成）

･商品開発の相鱗する鳩として機能、エゴマの搾油後のカスを
給飼する「エゴマ豚』のブランド化など‘ ~~ 皇富山国際太学付属高等学校

一・ ・＝三一一三二二二一一
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古墳の埴輪

（5世紀のもの）
古域的土制物品
（5世紀的造祉）

奈良教育大学附属中学校

/NordUniversityofEducotion
JuniorHighSchool ０

＆

ー

ヨI 一

』

~亨蚕
梅雅美、宇悪すずほ、

牧岡真尋、山本あかり、堀田百花

1

毎日登山のように、坂を
登っています。
毎天像登山一祥需要爬岐

i黙，！M』

I、

、

の紘

e 「持続可能性」をはばんでいると思うこと
i人力阻止了"持鎮可能性"的是

一「便利さ」は何かを犠牲に
しないとつくれないのか

～便利さについて考える～

"便利"是以栖牲某神事物的前提下才能荻
得的唱
清思考一下什仏是"便利“

職 朝函尾間矩 ＝

淵ﾛ港B

ｒ
吋
齢
小
恥

１
１

&

－ A
９
曲

顧冒6,勵下で学年お花
一

見昼食会をしました。

毎到春天『会在櫻花樹下挙行
~各年扱的賞櫻午餐会

1
秘
鰹愚者雷1 L

1、

－45－



匡
匪

漣
不便（不便）

一ﾐ戸

不便（不便）

－司后

便利さを求める（追求便利）

くク

を求める（追求便利）

丈ン

新たな不便（新的不便）

くア

な不便（新的不便）新た

く′

を求める（追求便利）

新たな不便の例

美子新的不便的例子

①「スマホ」は便利。“智能手机"是便利
でも、 「持っていないと生活がなりたたない」。
「インターネットのトラフルもおこる。」

/会驍璽没有事机的潰元法生活'' "在互朕阿錯上也
②「車」は便利。 “牟"是便利
でも、排気ガスが出る。大気汚染。

但是.会排放尾気｡大気汚染。

今回の合宿で一緒に考えたいこと
在遮次合宿中想要一起思考的宗西

I

■「便利」の反対は、

「不便？」なのか。

"便利"的対立面是, “不便"喝I

新たな不便の例
美子新的不便的例子

3「都会」は便利。“城市"是便利
でも、自然が少ない。空気がきたない。

但是，自然会減少‘空気也会変得不干浄。

■「便利」の反対は、そもそも

何だろうか？

那仏，“便利"的対立面是是什仏呪

、、 二日間、どうぞよろしくお願いします。
ご静聴ありがとうございました。

耐測仰雨天測測祢的美注
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①

具体的な例例如

地域の課題家附近的畷運
大阪･関西ユネスコスクールネットワーク

大阪・美西mPnel

･防犯カメラが動かない.…
遮控最像不劫作

･道路が狭い！ 狭陸的路

･信号がない(ロ)没有虹蝿灯。
elC

、、 _ - 一

ー③全ての人との共生について
大家与自然共生

例えば……具体的例子

②近所付き合脇郭屠交流

･昔;ふれあい･つなが
尅去：友垣的交流 陣がいを

持っている人

外国の人

→マナー
高齢者

老年人
･今:インターネット 残疾人 外国人

一礼貌〆 〆現在：阿絡

一言悪達一三一
ー今、自分たち

、、

あるもの/根本
がしていること
我(n現在執行的活劫

･このセミナーに参加していること
参加進ｲ､学刃会

名筆蓋 ･ボランティア活動に参加していること
参加志懸活劫

鬘譲塁壁 ･ニュースや本で問題を知ること
通尅看新同祐目和語来知道各稗各祥的社会深題
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－参加者一覧く順不同〉一

※l.安窩北小学校は低学年が含まれているため「他31名」と記している。

※2.お名前はII!Ⅲけられた名前（名簿笠i敗者）のみを記している。

【中国・中国人民大学付属中学（小学校・中学校・高等学校)】〈児童・生徒〉王思蝋、刈仇|旧、雅希別、千

杯洲、群可欣、號林、〈教貝〉張冬梅､栃蒸川。【アサンプション国際小学校】〈児亜>服部風子、田中心雪、

玉木柚子､〈教員〉三宅理磨(副校長)､阿弥博子､蒲生邦博､川尻沙織､谷口晴香｡【大阪市立晴明丘小学校】

〈児戴〉藤川拓弥、西中雛姫、山口萌衣、金沢良守、川上翔型、 〈教員〉金子瑛。 【姫路市立安富北小学校】

〈児蹴〉上1II健太郎、古井啓太郎、上所菜々実、山本真衣、他31名、 〈教員〉谷口1l背久(校長)、東末菜穂

子、吉田充徹､石堂奈摘､黒田圭介、山下砿美、小河幸代､萩原稜、谷口登志夫。 【神戸市立大沢中学校】

〈生徒〉束本怜士、 〈教貝〉古賀英貴(校長)、小畑幸一。 【国立奈良教育大学附属中学校】〈生徒〉梅雅美

牧岡真尋、字悪すずほ、山本あかり、堀田百花、〈教員〉吉田寛。【国立神戸大学附属中等教育学校】〈生徒〉

井川あすか、馬場貼己、波多環苑、松浦茅南、北原彩羽、 〈牧貝〉岩見理華、娠尼弥々。【国立大阪教育大学

附属高等学校池田校舎】〈生徒〉西口直輝、石川蘭、芳田理子、安東吉平、和田香里、〈教員〉池内遮太郎、

中尾愛夢、治部浩三、山脇一郷。【大阪府立池田高等学校】〈教員〉小林孝徳。 【大阪府立北淀高等学校．淀

川清流高等学校】〈生徒〉立花桃葉、〈教只〉無津呂弘之(校長)、畠山尚之、安岡真由美。 【大阪府立佐野高

等学校】〈生徒〉二宅愛未、 〈教員〉房本進吾、向井小雪。 【大阪府立住吉高等学校】〈生徒〉大橋真衣、伊藤

日和、 〈救員〉中川潤一、藤井千恵子。 【大阪府立富田林中学校・高等学校】〈生徒〉下岡美月、鈴木漂愛、

岡本音和、田中健太朗、井上結菜、寺田潔、西浦彩音、西田和麻央、村山桃亜子、中田亜依菜、 〈教員〉木

村里美、三島寛子。 【大阪府立長野高等学校】〈生徒〉木内広美、寺澤綾香、森下華穏、山田彩乃、岡本麻

美、平妃奈乃、 〈教貝> IIIllH萌子、中溌恭子。 【大阪府立能勢高等学校・大阪府立豊中高等学校能勢分校】

〈生徒〉新谷流生、西山京、波填太、金沢肥沙、泉明日美森村虹海、〈教員〉市鵬菜津美。【大阪府立松原

高等学校】〈生徒〉中川魁部、尾崎美晴、土肥愛帆、花薗璃奈、 〈教員〉井上智賀、岡田綾。 【富山国際大学

附属高等学校】〈生徒〉荒井夏実、山辺雄翔、石附恵佳、川肋美優嘉戸理沙子、 〈教員〉伊井昌彦。 【奈良

県立法隆寺国際高等学校】〈教員〉元根暁。 【兵庫県立川西明師高等学校】〈生徒〉豊川汐音、隔Ij1IVi夏、長

瀬慧、 ’|源美月、 〈教員〉安藤司晃、佐藤根隼一、松井健太郎、森田光彦。【和歌山県立橋本高等学校】〈生

徒〉下川朋花、杉本花、村上綾香、 〈教員〉山田大貴、祭貴貴美子。【大阪信愛学院中学校．高等学校】〈教

員〉矢嶋哲。【大阪成躍女子高等学校】〈生徒〉喜多遥花、雄谷実玖、藤松由衣、 〈教員〉上坂瑞穂、奥村和

気、川本明香、菊川太郎。【香里ヌヴエール学院小学校・中学校・高等学校】〈教貝〉田村かすみ、大江尖夏

子。 【帝塚山学院中学校・商等学校】〈生徒〉小川華穂、梶原iyj、加藤愛理、高橘玲衣、辰己鈴珠、福本莉紗

子、三村香穏、森葉音、北山慧、小林真佳、嶋田真緒、嶋田美羽、進藤愛子、西111日向、長谷部彩乃、八万

真悠子、山下泰葉く教員〉遠藤麻央、竹村紗季。 【奈良育英中学校・高等学校】〈生徒〉岩本佳乃、梶山紗

世、 WIi森望、佐藤舞香、木下雄介、 〈教員〉近膝駿太郎、沼ﾛI守弘、原條靖之、松本真紀、宮下賜帆。 【京田

辺シュタイナー学校】〈児亜生徒〉松野下笑吉三木建命、若林崇仁水田千覚、 〈教員〉太田祥仁。 【関西

大学】 〈学生〉上松雄大。 【大阪警察病院附属看護専門学校】〈学生〉松賀美咲。 【奈良大学】〈学生〉中野楓

菜。 【京都大学】〈学生〉張暁玲。 【大阪大学】 〈学生〉谷俊作。 【大阪経済大学】〈学生〉安田武樹。 【大阪デ

ザイナー専門学校】〈学生〉安田壮希。 【大阪府立大学】〈学生〉黒川あずさ、柴lu祐里菜､楊夢字、李広民、

間寧寧、史佳偉、 〈教員〉伊井直比呂。
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異なる地域･国､異なる学校種､異学年による｢多校間ネットワーク｣の歴史と学びの効果

大阪・関西ユネスコスクール(ASPnet)ネットワークは、 2003年に国立・公立・私立3校がASPnet

に加盟して形成されたことが起源である。当初からESDをテーマとした学びあい(MutualLeaming)

を基本として、異なる文化を有する学校の協同・協伽実践が開始された。その後、2009年に大阪府立高

校や大阪市立小中学校の他、私立学校･他府県の加盟校を加えて、規約を有する現在のネットワーク組織

となった。このネットワーク活動を可能にしたのは、三つの大きな要因があったことによる。

一つはUNESCOASPnetの組織理念そのものが、先進国、開発途上|垂l、 （かつての）社会主義諸国、

擬本主義諸国、異なる民族・文化に関係なく対等に学びあうという基本原理があったことである。実際、

2003年にニュージーランド・オークヲンドで開催されたASPnet50周年国際会議では、あらゆる政治

的・経済的背景、そして宗教的背景などによる主張は行われることなく、人権と教育との関係から、ユネ

スコ憲章前文に記される「平和の文化」をいかに築くか、という一点で議論が為されていた。また、遡る

と、あの有名なバルト海周辺9か国によって現在も開催されているBalticSeaPrOjectは、 （信じられな

いことに）東西冷戦のさなかに準備され、 1989年4月に両陣営内のASPnet校が鉄のカーテンを超えて

「学びあい」を開始した。UNESCOの力はここにある。まさに憲章前文の意味の通り、自国の利益のた

めだけの教育ではなく、世界や人類のための教育という崇高な実践の歴史を築いていた。このことは、直

ちに大阪でのネットワーク活動にも取り入れられた。つまり、加盟校各校の教育方針や学校文化に一切

の優劣をつけたりすることなく、加盟校が担っている各役割と抱える課題を踏まえつつも、共通の可能

性を拓く平和の文化を「協同」と「協働」をしながら「学びあう」ということである。

二つ目はESDが国際的な教育（学習）の基盤として位置づけられていることである。端的に、持続可

能な社会は誰のための社会なのか、 という基本的な問いを持つ時、先進|封にとっての持続可能社会や多

数者・社会的強者にとってのみの社会を求めることがその目的であるはずはなく、開発途上国や社会的

マイノリテイーとして暮らす人、また経済的に脆弱な人にとっても等しく持続可能な社会とならなけれ

ば、そもそも『持続可能社会」になり得ないことは自明である。それゆえにSDGsの目標群なのである。

このように考える時、ある一定の立場や地位から持続可能性を追究したり提案したりしたところで、そ

れは自ずと異なる一方の犠牲を前提にしていることになりかねないことを常に省察することになる。

三つ目は、多様性の中に小学生から高校生までの異学年集団（ファミリーと称している）を形成して、

異年齢という多様性の要素を加味したことである。これは持続可能な未来や社会を考える時、大人とは

異なる高校生の見え方が重要であるように、小学生が有している未来の時間の長さゆえに見えるものの

異相があるということである。そして、子ども・若者世代として自己の成長や幸福追求と同期（リンク）

させた社会づくりであるということに、 この学びあいの大きな意義が存在しよう。

以上より、大阪・関西ユネスコスクール(ASPnet)ネットワークは、既存の特定の能力観による序列

化や特定のステータスを有する学校による連携ではなく、まさに人類や世界の多様で多元的な諸相の中

にあっても常に自己の成長を懸けた学びあいが行われ､異なる児童生徒が相互に安心して学びあえる「ネ

ットワーク」を心がけてきた。今次遠く富山県や兵庫県宍粟郡、奈良県、和歌山県からの参加を意図し

てネットワークを拡大して臨んだことは、確実に私たちのESDの領域を広げさせた。また、中国からの

参加は、政治家の代弁とは全く異なる視点で、共通する未来を描くことを可能にした。今次のネットワー

ク活動はESDを地域視点だけでなくESDを面として捉える作用をもたらしたと言える。 （伊井）
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